
 

 食品ロス・食品廃棄物削減対策事業（9,600 千円） 

農産食品課 
 
１ 趣  旨 

平成 28 年 5 月に本県において開催された先進 7 カ国（Ｇ７）富山環境大臣会合において、

「富山物質循環フレームワーク」が採択され、この中で、食品ロス・食品廃棄物の削減促進、食

品廃棄物の効果的なリサイクルなどの取組みを着実に実施していくこととされた。 

これを受け設置した有識者や関係団体の代表等で構成する「富山県食品ロス・食品廃棄物

削減推進県民会議」を核とし、県民総参加の運動（とやま食ロスゼロ作戦）を展開する。 
 

２ 事業概要 

○新 （１） 「とやま食ロスゼロ作戦」強化推進事業 1,220 千円 

  食品ロスの削減のためには、継続的な普及啓発が必要であることから、食品ロス削減月間

である 10 月に、県内各所で集中的に食品ロス問題を普及啓発するとともに、トップセールスな

どで関係各所への削減の協力要請を行うことで、県全体の機運を醸成し、削減につなげる。 
 

○新 （２） フードバンク活動促進に向けた実証事業 1,800 千円 

  食品関連事業者から発生する未利用食品の有効活用を促進するため、比較的小さな規

模、エリアでのモデル事例を構築・検証する実証事業を実施し、その事例を普及啓発するこ

とで、今後の県内でのフードバンク活動の普及・定着を図る。 
 

○新 （３） フードバンク活動の推進事業 1,250 千円 

  食品関連事業者から発生する食品ロス削減を促進するため、民間団体等のフードバンク

活動の発展に向けた取組みに対する支援を行う。 
 

（４） 期限間近商品の優先購入促進キャンペーンの実施 1,350 千円 

    県内小売店で消費者に期限の近接した商品を優先的に購入することを啓発するポスター

やのぼりを掲示する。 
 

○新 （５） 商慣習見直し推進のための事業者向け研修会の開催 300 千円 

   食品流通段階における食品ロスを削減するため、事業者、消費者、行政が連携し、全県

的に商慣習の見直しを推進しているが、取組みを拡大するため、事業者向けの実務研修

会を開催する。 
 

（６） 「食べきり 3015」推進・「食べきりサイズメニュー」の導入 1,100 千円 

     ・ 宴会参加者の「食べきり 3015」運動の取組みを促進するため、ポスターや三角柱等の啓

発資材の設置やお客への運動の呼びかけをホテル・居酒屋等に依頼し、全県的な運動の

普及を図る。 

・ 飲食店での食べきりを推進するため、お客が食事量を選択・調節可能なメニューの導入

を飲食店に働きかけ、全県的に「食べきりサイズメニュー」の導入促進を図る。 
 

 （７） 食品ロス・食品廃棄物削減に関する WEB サイトの管理・充実 630 千円 

食品ロス等関連情報を一元的に集約、発信するＷｅｂサイトの管理及び新たなページの

追加など充実を図る。 
 

（８） 県民会議等の開催等 1,950 千円 

食品ロス等削減県民運動を着実に実行するため、県民会議や商慣習検討専門部会等

の会議を開催する。また、食品ロス削減に顕著な功績がある者に対し、表彰を行う。 
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